Surveys on the stages of change for nutritional intake behavior in college athletes by 鈴木 郁弥 & 荒井 弘和
大学生競技者における栄養摂取行動の変容ステージ
の実態調査






































































者を対象にインターネット調査を行った。248名（平均年齢は 21.30±1.47歳、男性 161名・女性 87名）を対象に分析を行ったと
ころ、食生活改善に対する変容ステージの度数分布は、無関心期 12名、関心期 78名、準備期 96名、実行期 62名となっていた。
補給食摂取行動の変容ステージの度数分布は、無関心期 41名、関心期 90名、準備期 34名、実行期 21名、維持期 62名であった。
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